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論文内容の要旨
【目的】 LDLの酸化は動脈硬化症の発症進展に重要であり、酸化LDLに対する免疫反応はその過程を修
飾することが予測される。動物実験において椴化LDLで免疫すると動脈硬化の形成を抑制することが報
告されている。 ヒトにおいては、元冠1動脈疾患、頚動脈硬化症、末梢動脈硬化疾憲患、で血清抗酸イ化ヒ口l川
{側附 (ωox川LD刷LAR)が高いという報告がある日方、抗体価の l上:昇は動脈b硬更化性1疾失忠で詑認、められない、あるいは
心筋4舵史塞i既1世正往の家族性高コレステ口一ル血症患者では{低氏下しているなどと、一定の見解が得られていない。
本研究では、健常者における血清oxLOLAs抗体価と頚動脈中膜肥厚度 (CA-IMT)を測定し、その臨床的意
義を検Aした。
【対象と方法】対象は、健診受診者H6名(男'性156名、女性290名)、平均年齢54(18-77)歳で、虚血性
心疾患、脳血管障害、閉塞性動脈理化症の既往がなく、運動負前心電図で心筋廉血を認めず、高血糖、肝
腎障害を認めず、高血圧、糖尿病、高脂向1ifの薬物治療を受けていないものとした。 CA-1MTは、 Bモー
ド超音波断層法により右要員動脈を描山し巌も肥厚した部位で計測した。 OxLDLAb抗体制はELISA法にて
測定した。
【結果】(l) r血清foxLDLAb抗体価はほぼ令例で検出され、 2400mU/mLまで分布し、中央filは254mU/mLで
あった。 (2)CA-IMTは、年齢、収縮期血耳、 bodymass index、ウエスト/ヒップ比、総コレステロール、
LDIコレステロール、中性脂肪と有志;な正の相関を示し、 IDLコレステロールおよびoxLDLAb抗体価と有意
な相関を示した。 (3)積回帰分析においても、 oxLDLAb抗体価はCA-[MTに対する有意で負の独立した説明
|対子であった。
【結論】酸化LDLに対する液性免疫は、早期の動脈硬化に対して抑制的に作用することがホ唆された。
本研究の一部は、平成日年度H本動脈硬化学会冬季大会、第97回H本内科学会講演会で発表し、平成1
年10月4口Arterioscler、osis，Thrombosis， and Bascular Riology誌に受理された。
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論文審査の結果の要旨
【目的】 LDLの酸化は動脈硬化症の発症進展に重要であり、酸化LDLに対する免疫反応はその過程を
修飾することが予怨される。動物実験において酸化LDLで免疫すると動脈硬化の発症を抑制すること
が報告されている。ヒトにおいては冠動脈疾患、頚動脈硬化、末梢動脈硬化で血清抗酸化LDL抗体価
(oxLDL Ab)が高いという報告がある一一方、動脈硬化性疾患で差がみられず、また、心筋梗峯既往の家族性
コレステロ一ル血F府i存F
LD町L必抗体{倒州州-と頒動脈中膜肥l厚享度を測定し、その臨J，t;的意義を検討した。
【対象と方法】対象は健診受診者446名(男性156名、女性290名)、平均年齢54(18-77)歳で、肝腎障蓄
を認めず、廓血性心疾患、脳血管障害、開業性動脈硬化症の既往がなく、運動負何心電図で心筋原血を認
めず、高ー血圧、糖尿病、高脂血症の薬物治療を受けていない者とした。頭動脈内膜中膜肥!享度は日モー
ド超音波断層法により右頭動脈球部を含む約4crnの範闘を描出し、最も肥厚した部位を測定値とした。結
晶抗酸化LOL抗体価はELISA法にて測定した。
【結果】 l)血清抗酸化LDL抗体価はほぼ全例で検出され、 0-240()mU/mlまで分布し、その中央値は254mU/
ml)であった。 2)頚動脈内膜中膜肥厚度は年齢、収縮期血!土、 bodymass index、ウエストヒップ比、総
コレステロール、 LDLコレステロール、中性脂肪と有意な正の相関を認め、 HDLコレステロール及び血
清抗酸化LDL抗体価と有意な負の相関を認めた。 3)重回帰分析においても血清抗酸化LDL抗体価は頚
動脈内膜中肥厚肢に対する独立した有意な説明函千であった。
【結語】酸化しDL対する液件免疫は、早期の動脈硬化に対して抑制的に利用していることが示唆された。
以上の研究は動脈硬化症の研究に寄与するものと考えられ、よって著者は博上の学位)を授与されるに
値すると判断された。
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